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去
る
十
月
十
三
日（
木
）〜

十
月
十
五
日（
土
）に
短
期
大

学
部
の
、（
財
）短
期
大
学
基

準
協
会
第
三
者
評
価
訪
問
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
者
評
価
と
は
、「
学
校

教
育
法
」
の
改
正
に
よ
り
、

教
育
研
究
、
組
織
運
営
及
び

施
設
設
備
の
総
合
的
な
状
況

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
認
証

評
価
機
関
に
よ
る
評
価
を
受

け
る
も
の
で
す
。

（
学
）郡
山
開
成
学
園
理
事

長
・
郡
山
女
子
大
学
短
期
大

学
部
学
長
代
理
関
口
修
先
生

を
始
め
と
し
た
評
価
員
六
名

と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
短
期

大
学
基
準
協
会
理
事
・
本
学

客
員
教
授
ジ
ョ
イ
ス
津
野
田

先
生
及
び
基
準
協
会
事
務
局

か
ら
二
名

の
総
勢
九

名
に
よ
り

三
日
間
実

施
さ
れ
ま

し
た
。

十
三
日

（
一
日
目
）

は
評
価
員

と
Ａ
Ｌ
Ｏ

（
第
三
者

評
価
連
絡

聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

I N D E X

・財団法人短期大学基準協会
第三者評価訪問調査実施される

・創立40周年記念式典挙行へ
聖徳大学短期大学部

・台南女子技術学院で講演
現代ビジネス学科

・インタビュー 村井靖児先生
「心を癒す音楽を見つけましょう」

・第44回保育表現研究発表会
幼児教育専門学校

・駅伝部県大会3連覇
聖徳中学校・高等学校

・『創立20周年記念式典』
附属小学校

・中学生との交流保育
附属第三幼稚園
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調
査
責
任
者
）上
畑
介
護
福

祉
学
科
長
と
の
打
合
せ
が
行

わ
れ
、十
四
日（
二
日
目
）は
、理

事
長
・
学
長
を
は
じ
め
、
副
学

長
、
短
大
部
各
学
科
長
、
関

係
事
務
局
等
の
面
接
調
査
、

授
業
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

面
接
調
査
で
は
、「
建
学
の
精

神
」
を
ど
う
授
業
の
中
に
反

映
さ
せ
て
い
る
か
、
シ
ラ
バ

ス
の
記
載
方
法
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

十
五
日（
三
日
目
）は
学
内

視
察
が
行
わ
れ
、事
務
局
を
始

め
、三
号
館
か
ら
五
号
館
ま

で
学
内
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
文
化
学
科
フ
ー

ド
エ
リ
ア
製
菓
ブ
ラ
ン
チ
で

は
学
生
の
焼
い
た
パ
ン
を
十

五
日
の
昼
食
で
評
価
員
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
調
査
の
「
感
想
」

と
し
て
、
評
価
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
関
口
修
先
生
よ
り
、

他
の
短
期
大
学
で
は
真
似
の

で
き
な
い
教
育
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
回
の
評
価
を
参
考

に
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
を
進

め
て
欲
し
い
、
本
学
の
良
い

点
を
見
習
わ
せ
て
欲
し
い
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
聖
徳
祭
に
お
い

て
、
外
国
人
留
学
生
に
よ
る

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
に
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
以
来
、
伝
統
と
な
っ

て
き
た
こ
の
「
留
学
生
企
画
」

は
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
か

ら
始
ま
り
、
今
で
は
歌
や
踊

り
、
演
奏
等
、
留
学
生
た
ち
が

自
国
文
化
を
思
い
思
い
に
表

現
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

聖
徳
祭
第
一
日
目
の
み
の

企
画
で
、
十
一
月
十
二
日
十

三
時
か
ら
開
演
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
音
楽
文
化
の

学
生
に
よ
る
楽
器
演
奏
や
、

日
中
韓
の
漢
字
ク
イ
ズ
、
韓

国
の
伝
統
文
化
紹
介
や
韓
国

舞
踊
等
を
行
い
ま
し
た
。
中

国
人
学
生
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
演
奏
で
は
、
西
洋
の
楽

器
と
ア
ジ
ア
の
楽
曲
に
よ
る

融
合
が
、
不
思
議
で
美
し
い

音
色
を
生
み
出
し
、
お
客
様

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
中
国
語
、
韓
国
語

の
歌
詞
で
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
を

お
客
様
と
一
緒
に
合
唱
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
平
成
十
七

年
度
前
期
川
並
奨
学
金
受
給

者
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
奨
学
金
は
、成
績
・

人
物
と
も
に
優
秀
で
あ
る
私

費
外
国
人
留
学
生
等
に
本
学

園
よ
り
給
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。
奨
学
金
を
通
し
、
日
本
で

の
留
学
生
活
で
得
た
こ
と
や
、

研
究
の
成
果
、
勉
強
内
容
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
、皆
、
興
味

深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

自
国
文
化
を
紹
介
す
る
と

い
う
こ
と
は
意
外
に
難
し
く
、

留
学
生
た
ち
は
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
お
客
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
か
、
自
分
の
国

や
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
か
、
悩
み
な
が
ら
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
苦

心
の
末
の
発
表
で
し
た
が
、

最
後
ま
で
立
派
に
や
り
遂
げ

ま
し
た
。

発
表
後
、
お
客
様
か
ら
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
け

た
時
は
、
留
学
生
た
ち
は
ほ

っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い

ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
頑
張

っ
た
分
、
喜
び
も
ひ
と
し
お

で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
留
学
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
聖
徳
大
学
の
枠

を
超
え
て
国
際
交
流
の
輪
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
聖
徳
祭
は
十
一
月

十
二
日（
土
）・
十
三
日（
日
）に

実
施
さ
れ
、
大
変
天
候
に
も

恵
ま
れ
盛
況
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
「
〜
絆
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
ご
来
校
く
だ
さ
る
皆

様
とFace

to
Face

の
交
流
を

行
う
こ
と
で
「
絆
」
を
築
け

る
よ
う
な
学
園
祭
に
し
た
い

と
考
え
、
何
回
も
実
行
委
員

会
を
開
催
し
本
番
に
備
え
て

実
施
し
た
学
園
祭
で
も
あ
り

ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
特
色
あ
る
学

科
・
専
攻
・
ク
ラ
ス
単
位
で
の

日
頃
の
勉
強
の
成
果
を
発
揮

し
た
企
画
を
、
授
業
・
実
習
等

が
あ
る
中
の
限
ら
れ
た
時
間

で
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備

を
し
、
世
代
を
超
え
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

初
日
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ン

ジ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
学

生
・
教
員
・
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

に
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
ま
た
二
日
目

に
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
等
の
招

待
試
合
が
行
わ
れ
、
選
手
は

皆
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
日
頃
見
せ

な
い
一
面
を
、
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
二
日
間
を
と
お
し
、

今
年
の
テ
ー
マ
「
〜
絆
〜
」

に
基
づ
い
て
色
々
な
方
々
と

Face
to
Face

の
交
流
を
学
生

は
も
て
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

学
生
生
活
の
思
い
出
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
学
園
祭
の
経
験

を
生
か
し
、
今
後
の
学
生
生

活
を
更
に
充
実
さ
せ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
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去
る
十
月
一
日（
土
）に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
児
童
学
科
・
児
童
学

科
夜
間
主
・
保
育
科
Ⅰ
部
・
保
育

科
Ⅱ
部
二
年
生
に
よ
る
第
四
十

一
回
保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
発
表
会
当
日
は
、
一
般
の

お
客
様
や
先
生
方
、
附
属
高
校
・

附
属
幼
稚
園
の
実
習
生
を
含
め

立
見
が
出
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
一
般

の
お
客
様
方
へ
の
座
席
確
保
が

困
難
で
あ
り
な
が
ら
も
、
保
護

者
以
外
の
お
客
様
に
も
ご
来
場

い
た
だ
き
熱
い
拍
手
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
生
の

演
技
者
も
そ
れ
に
影
響
を
受
け

て
、
一
段
と
磨
き
の
か
か
っ
た

演
技
を
の
び
の
び
と
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の
演
技

に
対
す
る
情
熱
と
練
習
が
十
分

に
活
か
さ
れ
、
学
生
達
の
学
生

生
活
の
素
晴
し
い
思
い
出
と
な

る
晴
れ
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
日
の
た
め
に
演
技
を
す

る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
に

当
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

も
春
先
か
ら
十
分
に
計
画
を
し

て
い
た
だ
い
て
こ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

ク
ラ
ス
内

で
の
討
論

議
論
を
繰

り
返
し
、

厳
し
い
練

習
を
こ
な

し
て
い
く

過
程
で
、

ひ
と
つ
の

芸
術
作
品

を
作
り
上
げ
て
い
く
大
変
さ
を

学
生
た
ち
も
感
じ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
指
導
に
当
た
っ
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
の
的
確
な
指

導
な
く
し
て
は
、
発
表
会
の
成

功
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
学
生

達
の
発
表
会
に
対
す
る
姿
勢
・
先

生
方
の
熱
心
に
指
導
す
る
姿
か

ら
改
め
て
「
保
育
の
聖
徳

」
の

伝
統
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
こ
で
得
た
学
生
達
の
経
験

は
、
将
来
教
育
者
と
し
て
巣
立

つ
た
め
の
糧
と
な
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
協
賛
し
、
十
月
十
日（
祝
・
月
）

に
行
わ
れ
た
ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

方
に
〝
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
〞

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
本
学
附
属
中
学
校
・
高

等
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
・
バ
ト
ン
部
が
出

演
。
す
ば
ら
し
い
演
技
・
演

奏
を
披
露
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
を
通
じ
て
、楽
し
み
な
が
ら
、

乳
が
ん
〞へ
の
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
き
、多
く
の
人
の
目
に〝
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
〞
が
触
れ
る
こ
と

で
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

診
断
・
早
期
治
療
の
重
要
性
が
伝

わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

創
立
四
十
周
年

記
念
式
典
挙
行
へ

平
成
十
七
年
九
月
二
十
四
日

（
土
）聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー（
十
号
館
）に
お

い
て
、
東
京
聖
徳
学
園
同
窓
会

連
合
会
第
一
回
評
議
員
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
で
は
主
に
、「
平
成

十
七
年
度
収
支
予
算
案
」、「
平

成
十
七
年
度
事
業
計
画（
案
）」、

「
同
窓
会
連
合
会
加
盟
校
記
念
式

典
」
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま

し
た
。

始
め
に
、
川
並
弘
昭
同
窓
会

連
合
会
長
よ
り
、「
同
窓
会
連
合

会
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
運
営
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
の
豊
富

な
知
識
と
経
験
に
よ
り
ご
指
導

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
前
回
の
同
窓
会
連
合

会
役
員
会
で
各
同
窓
会
宛
に
お

願
い
し
た
、
同
窓
会
連
合
会
へ
の

拠
出
金
に
つ
い
て
は
振
込
み
い
た

だ
い
た
こ
と
と
、第
十
五
回
ひ
じ
り

会
研
修
旅
行（
聖
徳
学
園
の
ふ
る

さ
と
を
訪
ね
て
）に
は
二
十
五
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
創
立
者

川
並
香
順
先
生
の
故
郷
で
あ
る

光
衆
寺
を
訪
ね
た
こ
と
を
高
橋

博
子
幹
事
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

二
十
周
年
記
念
及
び
聖
徳
大
学

短
期
大
学
部
四
十
周
年
記
念
へ

の
同
窓
会
連
合
会
か
ら
の
お
祝
い

に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
議
の
中
で
、
同
窓
会
連

合
会
が
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

活
動
す
る
の
か
検
討
さ
れ
、
学
園

広
報
誌
聖
徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
へ
の
掲

載
、ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
等
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
聖
徳
学
園
の
同
窓
会
活

動
を
幅
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、広
報
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

同
窓
会
連
合
会
は
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
歩
み
始
め
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
同
窓
会
連
合
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
戸
市
の
秋
の
市
民
祭
り
と

し
て
、
三
十
万
人
が
参
加
す
る

「
松
戸
ま
つ
り
」
に
、
福
留
生
涯

学
習
研
究
所
長
が
顧
問
を
務
め
る

生
涯
学
習
研
究
同
好
会
リ
リ
ー

ズ
が
、
昨
年
に
続
い
て
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
学
の
吹

奏
楽
な
ど
、
こ
の
祭
り
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
か
ら
、
リ
リ
ー
ズ

の
踊
り
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

な
ど
も
加
わ
り
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
か
ら
、
踊

り
の
ほ
か
に
、
こ
の
祭
り
の
実
行

委
員
会
に
児
童
学
科
の
生
涯
学

習
指
導
者
コ
ー
ス
の
学
生
も
参

画
し
、
大
学
が
市
民
に
近
づ
い
た

と
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

伊
勢
丹
通
り
商
店
会
の
イ
ベ
ン

ト
に
運
営
か
ら
参
画
し
、
祭
り

全
体
を
盛
り
上
げ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
後
も
商
店
会
の
企

画
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
共
同
研
究

し
た
い
と
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
戸
駅
前
東
口
通
り

の
新
し
い
名
所
と
し
て
期
待
を
集

め
て
い
る
生
涯
学
習
社
会
貢
献

セ
ン
タ
ー（
十
号
館
）で
は
、
生

涯
学
習
研
究
所
の
学
術
フ
ロ
ン

テ
イ
ア
推
進
事
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

市
民
サ
ー
ク
ル
と
の
共
同
事
業

の
成
果
と
し
て
「
ま
ち
を
楽
し

む
マ
ッ
プ
展
」
を
、
松
戸
祭
り
参

加
事
業
と

し
て
同
時

に
開
催
し

ま
し
た
。

小
さ
な
作

品
展
で
す

が
、
ま
ち

づ
く
り
担
当
者
や
市
民
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
関
心
を
集
め
、
松
戸

市
で
も
こ
の
よ
う
な
、
地
域
探

検
活
動
を
実
施
し
た
い
と
い
う

声
が
市
民
の
間
に
持
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。

松
戸
市
民
祭
り
に
、
聖
徳
大

学
が
本
格
的
に
協
力
す
る
こ
と

で
、
松
戸
市
の
活
性
化
に
一
段

と
弾
み
が
つ
く
、
と
商
工
会
な

ど
関
係
者
に
今
、
大
き
な
期
待

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
続
き
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
！！

■略　歴
1943年　旧満州新京に生まれる
1966年　東京大学理学部卒業
1973年　同大学において博士号取得
1968年　都立大学理学部助手
1972年　ミシガン大学研究員
1973年　コロラド大学助教授
1976年　お茶の水女子大学理学部数学科助教授
1988年　お茶の水女子大学理学部数学科教授

文化審議委員、附属図書館長などを歴任

■著　書
2005年　祖国とは国語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1997年　心は孤独な数学者・・・・・・・・・・・・・・・
1994年　父の威厳・数学者の意地・・・・・・
1991年　遥かなるケンブリッジ

―数学者のイギリス・・・・・
1981年　数学者の言葉では・・・・・・・・・・・・・・
1977年　若き数学者のアメリカ・・・・・・・・・

新潮社
新潮社
新潮社

新潮社
新潮社
新潮社
他　多数

“出発セレモニー”で、すばらしい演技を披露。

ウォーキングを終えた参加者を元気な演技で出迎えてくれました。

東
京
聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会

第
一
回
評
議
員
会
行
わ
れ
る

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

人文学部児童学科

短期大学部保育科

第
四
十
一
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会
を

終
え
て

生
涯
学
習
研
究
所

松
戸
ま
つ
り
に

参
加
し
て

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

昭
和
四
〇
年
に
開
設
し
、
今
年
で
創
立
四
〇
周
年
を
迎
え
る

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日（
木
）

に
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。

保
育
科
と
家
政
科
の
二
学
科
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
学
で
は
、

四
〇
年
た
っ
た
今
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
一
方
で

新
し
く
学
科
を
開
設
し
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
千
七
百
五
十
名
余
り
の
学
生
が
在

籍
し
、
卒
業
生
の
延
べ
人
数
は
六
万
四
千
三
名
に
上
り
ま
す
。

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
は
創
立
四
〇
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

も
更
な
る
高
み
を
目
指
し
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
学
生
を
輩
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

記 念 講 演

「日本のこれから、
日本人のこれから」

●講師：お茶の水女子大学理学部数学科教授

藤原 正彦 先生

○Ｒ

・

〝
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め
で
す
。
続
い
て
、
興
奮
を
鎮
め
る

の
に
良
い
音
楽
を
紹
介
し
ま
す
。
興

奮
を
鎮
め
る
に
は
静
か
な
音
楽
と
普

通
は
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
興
奮
を
鎮
め
る
に
は
興
奮
す
る
よ

う
な
音
楽
が
最
適
で
す
。
静
か
な
音

楽
で
は
興
奮
状
態
に
打
ち
勝
て
な
い

の
で
、
こ
う
い
う
と
き
は
同
質
の
興

奮
音
楽
を
聴
い
て
み
る
と
効
果
が
あ

り
ま
す
。
慰
め
の
音
楽
に
限
っ
て
は

こ
の
ル
ー
ル
の
例
外
で
、
単
純
に
自

分
の
好
き
な
音
楽
や
歌
を
聴
く
こ
と

が
最
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

験
で
、
鎮
静
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

る
音
楽
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
聞
か
せ

て
も
、
鎮
静
効
果
が
す
べ
て
の
人
に

見
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
逆
に
、
好
き
な
音
楽
を
聴
い

て
も
ら
う
と
血
圧
や
脈
が
下
が
っ
た

の
で
す
。

――
勉
強
を
す
る
と
き
に
い
い
音
楽

は
あ
り
ま
す
か
？

【
村
井
】
集
中
力
ア
ッ
プ
に
逆
効
果

と
い
う
音
楽
は
あ
り
ま
す
。
自
分
に

訴
え
て
き
て
、
つ
い
つ
い
聞
き
入
っ

て
し
ま
う
音
楽
は
逆
効
果
で
。
た
だ

し
、
音
楽
療
法
家
の
な
か
に
は
記
憶

力
ア
ッ
プ
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音

楽
が
効
果
的
だ
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

音
楽
が
他
の
音
楽
家
の
楽
曲
よ
り

周
波
数
が
高
い
た
め
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

―
音
楽
療
法
の
効
果
を
上
げ
る
に
は
？

【
村
井
】
音
楽
療
法
を
必
要
と
し
て

い
る
の
は
病
気
で
苦
し
ん
だ
り
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
相

手
の
気
持
ち
を
理
解
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ
し
て
相
手

と
対
等
で
い
ら
れ
る
誠
実
さ
も
重

要
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
音
楽
表
現

も
う
ま
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と

せ
ず
、
素
朴
で
あ
っ
た
ほ
う
が
音
楽

療
法
の
効
果
は
上
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

――
音
楽
療
法
と
関
わ
る
き
っ
か
け
は
？

【
村
井
】
音
楽
療
法
と
の
最
初
の
出

会
い
は
大
学
の
医
学
部
の
卒
業
後
に

入
学
し
た
東
京
芸
術
大
学
時
代
で
し

た
。
そ
の
と
き
に
出
会
っ
た
櫻
林
仁

先
生
は
日
本
で
最
初
に
音
楽
療
法
の

本
を
執
筆
さ
れ
た
先
生
で
、
こ
の
先

生
が
き
っ
か
け
で
私
は
音
楽
療
法
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
精
神
科
医
と
し
て
二

十
三
年
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
国
立

下
総
療
養
所
で
は
患
者
さ
ん
と
演
奏

す
る
時
間
が
毎
週
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
私
は
診
療
の
か
た
わ
ら
、
患

者
さ
ん
達
と
音
楽
を
通
し
て
関
わ
る

こ
と
に
な
り
、こ
の
頃
か
ら
音
楽
療
法

の
本
格
的
な
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

――
音
楽
療
法
と
は
な
ん
で
す
か
？

【
村
井
】
音
楽
療
法
は
、
音
楽
を
利

用
し
て
主
に
精
神
的
な
病
気
に
苦
し

む
人
の
心
を
健
康
に
し
よ
う
と
す
る

こ
と
で
す
。
実
は
、
音
楽
療
法
の
歴

史
は
古
く
、
ま
だ
近
代
医
学
が
整
っ

て
い
な
い
時
代
か
ら
、
今
日
の
ス
リ

ラ
ン
カ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で

民
間
療
法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
シ

ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
音
楽
療
法
は
既
に

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の

音
楽
療
法
は
、
祈
祷
師
が
い
ろ
い
ろ

な
音
を
鳴
ら
し
、
病
人
に
取
り
付
い

た
悪
霊
を
追
い
払
う
と
い
う
も
の
で

し
た
。
こ
の
音
を
使
っ
た
民
間
療
法

が
今
日
の
音
楽
療
法
の
原
形
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
、

一
般
の
方
が
音
楽
を
聴
い
て
、
自
分

を
癒
す
こ
と
も
一
種
の
音
楽
療
法
と

言
え
ま
す
。

――
ど
う
い
う
音
楽
を
治
療
に
使
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

【
村
井
】
例
え
ば
、
高
齢
者
の
音
楽

療
法
に
は
演
歌
や
懐
メ
ロ
を
よ
く

使
い
ま
す
。
高
齢
者
の
音
楽
療
法
で

は
彼
ら
の
好
き
な
音
楽
や
知
っ
て

い
る
音
楽
を
使
っ
て
昔
を
思
い
出

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

脳
細
胞
が
昔
を
思
い
出
そ
う
と
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
部
屋
に
電
気
を
つ
け
る

よ
う
に
、
眠
っ
て
い
た
細
胞
を
再
び

動
か
し
て
、
脳
全
体
の
血
流
が
よ
く

な
り
ま
す
。
今
ま
で
話
せ
な
か
っ
た

人
が
突
然
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
療
法

に
は
音
楽
を
聴
く
こ
と
だ
け
で
な

く
、
演
奏
し
た
り
、
歌
っ
た
り
も
し

ま
す
。
実
際
に
演
奏
し
、
歌
う
こ
と

で
患
者
さ
ん
の
心
の
状
態
が
よ
く

わ
か
る
か
ら
で
す
。
聴
く
音
楽
を
利

用
す
る
の
は
、
心
の
問
題
を
持
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
自
分
で
そ
れ
を
治
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対

す
る
音
楽
療
法
で
す
。

――
読
者
の
皆
様
に
音
楽
の
選
び
方

を
教
え
て
下
さ
い
。

【
村
井
】「
こ
の
状
態
に
は
こ
の
音
楽

が
い
い
」
と
い
う
大
ま
か
な
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
疲
れ
た
と
き

に
い
い
音
楽
は
出
来
る
だ
け
高
い
音

域
の
速
く
て
軽
や
か
な
音
楽
が
お
薦

台
風
と
カ
ト
リ
ー
ナ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
る
九
月
六
日
、

た
く
さ
ん
の
不
安
と
夢
を
持

っ
て
、
私
達
は
ア
メ
リ
カ
に

旅
立
ち
ま
し
た
。
前
半
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
快
晴
に
対
し
、

後
半
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
霧
の
悪
天
候
と
な
り
ま
し

た
が
、
場
所
場
所
に
よ
っ
て

異
な
る
景
色
と
雰
囲
気
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
国
土
の
広
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

心
理
学
の
研
修
で
は
、
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
を
訪
れ
、
多
く
の
資
料

に
囲
ま
れ
た
充
実
し
た
研
究
設

備
を
拝
見
し
、
心
理
学
の
分
野

で
ア
メ
リ
カ
が
最
先
端
を
行
く

理
由
の
一
つ
が
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
何
と
い

っ
て
も
、
貴
重
な
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
第

一
線
で
働
く
日
本
女
性
の
方
々

の
パ
ワ
フ
ル
さ
に
は
、
畏
敬
の

念
を
抱
か
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
い
る
人
々
は
、

各
々
が
自
立
し
、
自
分
の
世
界

観
を
確
立
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
私
達
に
と
っ
て
は

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
り

す
る
面
も
、
彼
ら
は
自
分
の
個

性
と
し
て
受
け
と
め
、
恥
ず
か

し
が
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
他
人
の
存
在
も
あ
り
の

ま
ま
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
ん
な
潔
さ
に
私
は
憧

れ
を
抱
き
ま
し
た
。

多
く
の
こ
と
を
経
験
学
習
し
、

ま
た
、
多
く
の
人
と
触
れ
合
う

中
で
、
人
間
と
し
て
一
回
り
成

長
で
き
た
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
、
未
熟
な
英
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
「Thank

you

」
と
い
う
言
葉

の
重
要
性
を
大
変
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
旅
行
に
尽
力
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
方
に
、
多
大
な
感
謝
の
気

持
ち
を
送
る
と
と
も
に
、
今
後

の
こ
の
研
修
の
発
展
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

ア
メ
リ
カ
西
海
岸

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

研
修
旅
行

松
原
由
美
子
さ
ん

松
原
由
美
子
さ
ん

臨
床
心
理
学
科
　
三
年
Ｂ
組

海外研修報告

「
心
を
癒
す
音
楽
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
音
楽
文
化
学
科
教
授

村
井
靖
児
先
生

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

■先生がお薦めする楽曲リスト■

・疲れを癒してくれる音楽

・自分を慰めてくれる音楽

・興奮を鎮めてくれる音楽

ガーシュイン「ピアノ協奏曲へ長調」
バッハ「カンタータ２１４番」冒頭コーラス

ジョージ・ウィンストン「オータム」
ヴィヴァルディ「四季」
キース・ジャレット「ケルンコンサート」
エンヤ

ラフマニノフ「ピアノソナタ第２番３楽章」

音
楽
文
化
学
科
音
楽
療
法
コ
ー

ス
の
卒
業
生
は
五
年
間
で
約
二

百
名
が
巣
立
ち
、
全
国
各
地
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
音
楽
療
法

が
一
般
社
会
に
認
知
さ
れ
、
病

院
を
始
め
老
人
施
設
、
介
護
施

設
等
々
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
だ
日
が
浅
く
、

卒
業
生
達
も
ま
だ
ま

だ
勉
強
を
し
な
が
ら

実
践
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
に

続
き
第
二
回

卒
業
生
研
修

会
が
十
月
十

日（
祝
・
月
）に

開
催
さ
れ
四

十
四
名
の
卒
業
生
が
集
ま

り
ま
し
た
。

現
場
で
の
色
々
な
悩

み
、
大
学
で
勉
強
し
た
理

論
と
実
際
の
活
動
の
違
い

で
の
悩
み
な
ど
、
音
楽
療

法
コ
ー
ス
の
四
人
の
先
生

方
の
指
導
や
卒
業
生
同
士

の
意
見
交
換
等
で
午
後
二
時
か

ら
五
時
ま
で
熱
心
に
討
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

音
楽
文
化
学
科
　
音
楽
療
法
コ
ー
ス

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

卒
業
生
研
修
会
開
催
さ
れ
る

嶺　貞子 教授

“イタリアの連帯の星勲章”
コメンダトーレの称号を授与される

音楽文化学科

本学客員教授　嶺　貞子　先生は、過日、日本に於ける長年のイタリア
文化の振興に貢献されたことにより、イタリア共和国大統領C.A.Ciampi氏
より“イタリアの連帯の星勲章”コメンダトーレの称号を授与されました。
（Commendatore dell'Ordine della Stella della Solidarieta Italiana）

嶺　貞子 様

貴女様に下記のこと、慶びをもって正式にお知らせ致します。
２００５年１０月１２日のCristoforo Colombo Natinal Memorial Day

（コロンブス国民記念日）にあたり、イタリア共和国大統領Carlo
Azeglio Ciampi（カルロ アゼリオ チャムピ）が、貴女様に対し大
変名誉ある称号Commendatore dell'Ordine della Stella della
Solidarieta Italianaを授与することになりました。
これは偏に、日本に於けるイタリア文化の振興に関する、貴女様の長年に亘る

献身的なご尽力を高く評価したからであります。
近い将来に、貴女様の栄誉を称え、祝福する場を設けて叙勲のお祝会を催した

いと考えています。
間もなく、またお目にかかれるのを楽しみにしています。
この機会を借りて、わたし個人の心からの祝意を表するものであります。

敬具
２００５年１０月１８日

駐日イタリア大使　Mario Bova

`

`

〈駐日イタリア大使から受賞を知らせる手紙〉（訳文）
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対
象：

学
部
一
年
の
み
　

対
象：

平
成
十
九
年
三
月
卒
業
予
定
者

教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
開
催
時
期：

十
二
月
〜
五
月

対
象：

平
成
十
九
年
三
月
卒
業
予
定
者

企
業
就
職
支
援
特
別
講
座
開
催
時
期：

十
月
〜
二
月

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

対
象：

平
成
十
八
年
三
月
卒
業
予
定
者

ピ
ー
ク
時：

十
月
〜
十
二
月

ア
メ
リ
カ

語
学
研
修
に
つ
い
て

本
学
の
英
米
文
化
学
科
で
は
、

平
成
四
年
度
よ
り
英
語
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば

す
こ
と
と
、
異
文
化
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
、
三

年
次
生
を
対
象
に
ア
メ
リ
カ
名

門
女
子
大
学
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ

で
語
学
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
四
回
目
と
な
る
今
年
は
、

九
月
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

二
十
六
日
間
の
研
修
で
し
た
。

前
半
の
二
週
間
は
ミ
ル
ズ・
カ
レ
ッ

ジ
の
寮
に
滞
在
し
、
後
半
の
十
一

日
間
は
ホ
ー
ム
・
ス
テ
イ（
以
下

Ｈ
Ｓ
と
略
）
を
し
て
学
び
ま
し

た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ミ
ル

ズ・
カ
レ
ッ
ジ
の
先
生
方
も
本
学

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
く
だ

さ
り
、
少
人
数
ク
ラ
ス
を
編
成

し
て
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
、
九
時
三
十
分
〜
十
五

時
ま
で
授
業
を
受
け
、
さ
ら
に

十
五
時
か
ら
十
六
時
三
十
分
ま

で
、
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生

数
名
が
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー

ト
ナ
ー（
以
下
Ｃ
Ｐ
と
略
）と
し

て
、
一
グ
ル
ー
プ
三
〜
五
名
の

学
生
に
一
名
付
い
て

く
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
Ｃ
Ｐ
と
の
生

活
を
通
し
て
会
話
力

を
伸
ば
し
、
Ｃ
Ｐ
と

の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

や
異
文
化
体
験
を
通

し
て
交
流
を
深
め
る

充
実
し
た
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
学

生
た
ち
に
は
大
変
好

評
で
し
た
。

ま
た
、
ミ
ル
ズ
・
カ

レ
ッ
ジ
で
の
勉
強
の

合
間
を
ぬ
っ
て
一
泊

二
日
の
研
修
旅
行
で

初
日
はG

olden
G
ate

B
ridge

を
歩
い
て
渡

り
、
対
岸
の
瀟
洒
し
ょ
う
し
ゃな
町Sausalito

で
自
由
行
動
を
し
た
り
、
世
界
有

数
の
夜
景
見
学
を
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
に

行
っ
た
り
、
市
内
観
光
や
フ
ィ
ッ

シ
ャ
マ
ン
ズ
・
ワ
ー
フ
で
の
昼
食
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
等
々
、
授
業

を
離
れ
て
心
に
残
る
楽
し
い
時

を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
語
学
研
修
の
特
徴
は
、
ミ

ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
充
実
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
Ｃ
Ｐ
と
Ｈ
Ｓ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
学
生
は
最

初
か
ら
最
後
ま
で
英
語
づ
け
の

生
活
を
し
た
こ
と
で
、
今
ま
で
の

英
語
学
習
を
振
り
返
り
反
省
す

る
と
同
時
に
、
異
文
化
体
験
を
通

し
て
、
英
語
力
を
い
っ
そ
う
深
め

た
こ
と
で
す
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、

今
後
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
ミ
ル

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
の
研
修
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
生
活
を
通
し
て
得

た
異
文
化
体
験
を
契
機
に
、
さ

ら
に
英
語
の
上
達
へ
と
結
び
つ

け
て
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
右
記
の
他
に
も
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
一
同
、
何
よ
り
も
学
生
の
将
来
の
幸
せ
を
願
い
、
ま
た
、
就
職

実
績
が
、
学
園
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
の
恩
返
し
で
あ

る
こ
と
、
学
園
の
将
来
を
占
う
職
務
と
捉
え
、
日
々
の
業
務
と
勉
学
に

精
進
す
る
所
存
で
す
。
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

英
米
文
化
学
科

第14回

十
月
二
十
日
出
発
、
二
十
三

日
帰
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
台

湾
の
南
部
に
あ
る
台
南
に
出
張

し
て
き
ま
し
た
。
当
地
に
あ
る

本
学
協
定
校
の
台
南
女
子
技
術

学
院
が
「
現
代
の
金
融
市
場
と

会
計
問
題
」
と
題
す
る
国
際
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

基
調
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
た
め

で
す
。

基
調
講
演
に
は
同
院
の
や
は

り
協
定
校
で
あ
る
米
国
テ
キ
サ

ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
所
在
の

イ
ン
カ
ー
ネ
ー
ト
・
ワ
ー
ド
大
学

（
聖
道
大
学
）副
学
長
も
招
請
さ

れ
て
お
り
、
米
国
の
二
〇
〇
二

年
「
企
業
会
計
改
革
お
よ
び
投

資
家
保
護
法
」
を
中
心
に
、「
会

計
」
に
重
点
を
お
い
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
さ
れ
た
日
本
の
金
融
市
場
」

と
題
し
て
、日
本
の「
金
融
市
場
」

の
構
造
変
化
に
重
点
を
置
い
た

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
丁
度
、
十

月
十
四
日
に
「
郵
政
民
営
化
法
」

が
成
立
し
た
ば
か
り
で
も
あ
り
、

法
案
の
一
部
用
語
の
翻
訳
を
行

っ
て
、
今
後
、
日
本
の
金
融
市
場

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

か
を
話
し
ま
し
た
。

会
議
は
政
府
教
育
省
、
台
湾

先
物
取
引
所
、
ド
ロ
イ
ト
・
ト
ー

シ
ュ
会
計
事
務
所
の
後
援
を
受

け
、
会
場
は
そ
れ
ら
関
係
者
と

学
生
た
ち
で
満
席
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
英
語
で
七
十
分
の
講

演
で
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
鋭
い
質
問
も
出
さ
れ
、
主
催

者
の
話
に
よ
れ
ば
成
功
裡
に
終

わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

講
演
終
了
後
、
学
長
主
催
の

晩
餐
会
が
開
か
れ
、
同
院
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
米
国
の
聖
道
大
学

副
学
長
と
は
一
緒
に
行
動
し
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

―

協
定
校
―

台
南
女
子
技
術
学
院
で

講
演

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

○
幼
稚
園
・
保
育
園
・
施
設
系
の
就
職
活
動
の
ピ
ー
ク

○
平
成
十
九
年
度
企
業
系
就
職
活
動
ス
タ
ー
ト

○
平
成
十
九
年
度
教
員
採
用
試
験
対
策

○
キ
ャ
リ
ア
教
育

平成17年9月19日（月）
幼稚園・保育園・施設系就職セミナー（約1,000名が参加）

平成17年10月24日（月）企業就職支援特別講座
「就職活動の実態（先輩と語る）」（約350名が参加）

文部科学省では「英語が使える日本人の育成」
をモットーにしています。具体的にどうするか
については専門家に任せられています。英語音
声学では、最も馴染んでいる日本語から遊離し
てアルファベットを学習しても身につかないと思われます。
身につく英語学習法は、自信をもって発音できるようになること、英語を英語で

定義できることの二つです。手がかりなしに though, through, bough, tough, bought を
正しくは読めません。今年の夏ロンドンで音声学の専門家とインタビューをしたとき、
中国からの留学生は発音記号が読めるのに、日本からの留学生は発音記号が読めな
いと言っていました。帰国後「近似カナ表記」を用いて発音記号を習得する『発音
と発音記号』（上写真右）という小冊子を出版しました。GとZの区別は［■■：ヂュ
イー］と［zi：ズィー］の併用式で可能であり、Hは「エッチ」ではなく、［éit∫：エイ
チュ］であることを知って自信が高まったと言ってくれる学生もいました。また、
l と r との区別は「濡れた」から出だしのヌを短くして「ヌレタ」で letter の l ができ
るとか、「ウラン」のウを短くして「ウランヌ」で run の r ができると外国語学科の１年
生は全員習得できて喜んでくれました。これらの習得を学習者の「ノルマ達成」方式
にしたのが『発音と発音記号』の１０段階１００項目発音熟達度測定問題です。
一方、英語の発想は日本語の語順と逆なので、ハンディを背負うことになります。

解決するには２０００語を定義した辞書を作成し、その特徴を身につけることです。
試みにadultを「大人」としたのでは単に日本語のラベルを貼っただけで、英語の習得
にならないばかりでなく、記憶の負担が重くなるばかりです。a person grown to full
size（成長した人）、また、wimpは「弱虫」とせずに、a weak person who has no courage
or confidence（勇気も自信もない弱い人）としたほうが遙かに英語力が付きます。
外国語学科は日本語から出発し、英語の土俵で活躍できる人材を育てています。

十
月
四
日
〜
六
日
ま
で
二
〇

〇
五
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー
東

京
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー
は
毎
年
秋

に（
社
）洋
菓
子
協
会
主
催
で
行

わ
れ
る
全
国
の
プ
ロ
及
び
専
門

に
勉
強
し
て
い
る
学
生
向
け
の

お
菓
子
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

マ
ジ
パ
ン
細
工
や
飴
細
工
、
シ
ュ

ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
全
十
一
部

門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
作
品
総
数
は
二
千
点
を
超

え
ま
し
た
。
聖
徳
大
学

短
期
大
学
部
総
合
文
化

学
科
　
製
菓
ブ
ラ
ン
チ

に
お
き
ま
し
て
は
、
二

年
次
に
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ

フ
ト
の
実
習
授
業
が
週

一
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

砂
糖
細
工
で
小
物
や
お
祝
い
の

ケ
ー
キ
、
応
用
編
で
は
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
キ
等
を
製
作
し
て
い

ま
す
。
女
性
向
き
の
作
業
で
も

あ
り
専
門
の
先
生
を
お
迎
え
し

て
フ
ラ
ン
ス
菓
子
実
習
、
製
パ

ン
実
習
と
並
び
力
を
入
れ
て
い

る
授
業
で
す
。
私
は
シ
ュ
ガ
ー

ク
ラ
フ
ト
の
実
習
授
業
で
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
回
そ
の
技
術
を
形
に
し
て
み

よ
う
と
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
部

門
に
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
色
を
基
調
と
し
た
ア
イ

シ
ン
グ
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
け
た
レ
ー
ス
を
作
り
ケ
ー
キ

の
飾
り
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

シ
ュ
ガ
ー
ペ
ー
ス
ト
で
ト
ル
コ

キ
キ
ョ
ウ
を
中
心
に
ブ
ル
ー
ス

タ
ー
等
淡
い
色
の
花
を
作
り
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
毎

晩
作
品
を
作
り
続
け
、
制
作
期

間
は
二
ヶ
月
か
か
り
ま
し
た
が

金
賞
を
受
賞
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
仕

事
に
生
か
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
五
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー
東
京

金
賞
受
賞

総
合
文
化
学
科
　
製
菓
研
究
室
副
手

井
上
貴
子

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
だ
よ
り

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
も
挟
み
春
休
み
前
ま
で
、
一
年
で
一
番

忙
し
く
、
ま
た
、
一
番
重
要
な
時
期
に
入
り
ま
し
た
。

現代ビジネス学科

中央が眞壁先生

日本語から
英語を身につける

外国語学科

学
科
長

眞
壁

哲
夫
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「
高
校
三
年
間
、
思
い
っ
き
り
、

吹
奏
楽
に
打
ち
込
み
た
い
」

聖
徳
大
学
附
属
高
等
学
校
で

は
、
そ
ん
な
受
験
生
の
願
い
を
叶

え
る
た
め
に
『
吹
奏
楽
コ
ー
ス
』

を
設
置
し
ま
し
た
。
生
徒
の
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
育
て
、
音

楽
大
学
、
一
般
大
学
、
そ
し
て
系

列
の
聖
徳
大
学
と
い
っ
た
多
彩

で
実
り
豊
か
な
進
路
へ
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

吹
奏
楽
コ
ー
ス
へ
入
学
す
る

と
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
参
加
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

演
奏
活
動
を
お
こ
な
い
、
最
高

の
吹
奏
楽
団
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
音
楽
科
で
は
専
門
的
学
習

の
時
間
を
週
に
十
五
〜
十
七
時

間
設
け
、
音
楽
大
学
受
験
の
た

め
の
実
力
も
養
成
し
ま
す
。
さ

ら
に
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

員
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方
や
世

界
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生

方
な
ど
、
聖
徳
大

学
音
楽
文
化
学
科

の
先
生
方
か
ら
直

接
指
導
を
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
『
吹
奏

楽
コ
ー
ス
』で
は
、

高
校
三
年
間
を
大

好
き
な
吹
奏
楽
に

思
う
存
分
打
ち
込
み
、
卒
業
後

の
進
路
も
実
現
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
コ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
聖
徳
大
学
附
属
中

学
校
・
高
等
学
校
入
試
広
報
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

「
晴
れ
の
国
岡
山
・
あ
な
た
が

キ
ラ
リ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
第
六
十
回
国
民
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
新
体
操
は

十
月
二
十
四
、
二
十
五
日
開
催
、

会
場
・
井
原
市
井
原
体
育
館
）。

本
校
新
体
操
部
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
国
体
出
場
で
、
茨
城
県

勢
と
し
て
も
昭
和
四
十
九
年
の

茨
城
国
体
以
来
、
三
十
一
年
ぶ

り
二
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
も
今
回
の
代
表
チ
ー

ム
は
本
校
生
徒
の
み
に
よ
る
単

独
チ
ー
ム
で
す
。

演
技
は
メ
ン
バ
ー
五
人
に
よ

る
団
体
の
部（
リ
ボ
ン
）と
、
そ

の
う
ち
の
四
人
が
行
う
個
人
の

部（
ロ
ー
プ
、
ボ
ー
ル
、
ク
ラ
ブ
、

リ
ボ
ン
）と
に
分
か
れ
、
各
チ
ー

ム
が
そ
の
総
合
得
点
を
競
い
あ

い
ま
す
。

前
半
の
個
人
で
二
十
一
チ
ー

ム
中
十
一
位
、
後
半
の
団
体
で

は
ノ
ー
ミ
ス
の
演
技
で
こ
れ
ま

で
で
一
番
い
い
出
来
栄
え
で
し

た
。
総
合
で
は
十
二
位
と
い
う

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
一
年
生

が
四
人
に
二
年
生
が
一
人
と
い

う
若
い
チ
ー
ム
で
す
が
、
三
年

生
の
部
長
を
中
心
に
精
一
杯
戦

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
夢
と
希
望
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
さ
ら

に
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

新
体
操
部
が
国
体
出
場

三
連
覇

駅
伝
部
県
大
会

茨
城
県
勢
と
し
て
三
十
一
年
ぶ
り
の
快
挙

祝祝
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

平
成
十
八
年
四
月

聖
徳
大
学
附
属
高
等
学
校
音
楽
科
に

『
吹
奏
楽
コ
ー
ス
』を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

を
新
設

幼
児
教
育

専
門
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

授業見学（後期）に多数の保護者にご参加いただいております。保護者か
らは、「日頃の授業の様子がわかるいい機会ですね」等のご意見がありました。
是非、ご都合をつけていただきご参加ください。
１．授業見学期間：平成１８年１月２０日（金）まで
２．見学授業時間：月曜日～金曜日 １時限目～７時限目（全授業）

※土曜日は、実習オリエンテーションおよび補講等を実施いたしますが、
不定期ですので、お問い合わせのうえお申し込みください。

３．申し込み方法：指定用紙に必要事項を記入して専門学校　授業見学係へ原則
として７日前までにご送付ください。
なお、緊急の場合は、電話・ＦＡＸ等で申し込みを受付いたしま
すが、授業見学前に本学指定用紙に記入していただきます。

―ご不明な点は、遠慮なくお問い合わせください。―

保護者の授業見学について（後期）ご案内

三
田
幼
稚
園
の
園
児
と
一
緒

に
行
う
合
同
運
動
会
は
、
当
初

予
定
し
て
い
た
十
月
六
日（
木
）

は
雨
の
た
め
、
翌
日
の
七
日（
金
）

に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
、
三
田
幼
稚
園
の
園
児
・
専
門

学
校
生
・
教
職
員
の
願
い
が
通
じ

た
の
か
、
絶
好
の
運
動
会
日
和

に
な
り
ま
し
た
。
専
門
学
校
生

に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
は
、
メ
イ

ポ
ー
ル
と
バ
ル
ー
ン
を
用
い
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
を
披
露

し
、
日
頃
の
授
業
成
果
が
発
揮

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
会
恒
例
の
仮
装

行
列
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後

に
ク
ラ
ス
ご
と
製
作
し
た
も
の

を
発
表
で
き
学
生
た
ち
も
満
足

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

運
動
会
参
加
の
園
児
や
保
護
者

の
方
に
は
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
、

親
子
と
の
楽
し
い
昼
食
の
ひ
と

と
き
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

学
校
に
戻
っ
た
学
生
達
は
、

顔
を
真
っ
赤
に
さ
せ
、
そ
の
様

子
か
ら
も
幼
稚
園
の
園
児
と
一

緒
に
行
っ
た
運
動
会
を
経
験
し

た
こ
と
に
よ
り
、
充
実
し
た
一
日

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

合
同
運
動
会

〈
１
部
一
年
・
２
部
一
年
〉

第
四
十
四
回
保
育
表
現
研
究

発
表
会
が
、
十
月
八
日（
土
）に

聖
徳
大
学
体
育
館
で
十
三
時
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
生

が
授
業
の
「
児
童
文
化
Ⅰ
」（
表

現
あ
そ
び
）・
「
専
門
体
育
」（
創

作
舞
踊
）を
発
表
す
る
機
会
で
あ

り
、
日
頃
か
ら
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
た
成
果
に
よ
り
充
実
し

た
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。
学

生
達
は
こ
の
保
育
表
現
研
究
発

表
会
を
通
じ
て
、
協
調
性
や
努

力
の
大
切
さ
や
企
画
力
と
表
現

力
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

第
四
十
四
回

保
育
表
現
研
究
発
表
会

〈
１
部
二
年
・
２
部
二
年
〉

十
一
月
三
日
（
木
）
に
は
、

文
化
祭
（
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ

り
）
を
行
い
ま
し
た
。
専
門
学

校
で
の
三
大
発
表
会
で
あ
る
児

童
文
化
研
究
発
表
会
で
は
、
授

業
で
製
作
し
た
大
型
絵
本
や
手

作
り
お
も
ち
ゃ
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
文
化
の
授
業

（
人
形
劇
・
紙
芝
居
）
を
実
際
園

児
に
実
演
し
、
日
頃
の
授
業
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
企
画
の
あ
そ
び
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
学
生
た
ち
も
笑
顔

に
溢
れ
、
た
の
し
ん
で
遊
ん
で

い
る
園
児
の
姿
も
見
る
こ
と
が

で
き
有
意
義
な
一
日
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

文
化
祭

（
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
）

〈
１
部
一
年
・
２
部
一
年
〉

■■■■ 聖徳大学附属高等学校 ■■■■

（13時30分～ 予約不要）
●進学説明会●

12月4日（日）・1月8日（日）
■■■■ 聖徳大学附属中学校 ■■■■

（10時30分～ 予約不要）
●進学説明会●

12月4日（日）・1月8日（日）
―― お問い合わせ 047-392-8111（代）――

今後の進学説明会の日程

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

十
一
月
四
日（
金
）、
ひ
た
ち

な
か
市
総
合
運
動
公
園
の
周
辺

コ
ー
ス
で
、
平
成
十
七
年
度
茨

城
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、

１
時
間
１０
分
３２
秒
で
優
勝
（
七

回
目
）し
、
三
連
覇
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
五
月
の
県
高
校
総

体
の
三
千
㍍
で
一
位
・
二
位
と
ワ

ン
・
ツ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た

も
の
の
、
三
番
手
の
選
手
が
故

障
し
、
夏
の
合
宿
で
は
、
エ
ー
ス

大
崎
が
筋
肉
疲
労
を
起
こ
し
、

苦
し
い
ト
ラ
ッ
ク
シ
ー
ズ
ン
で

し
た
。
秋
に
な
り
、
県
高
校
駅
伝

に
照
準
を
合
わ
せ
、
練
習
、
そ
し

て
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

県
内
・
県
外
の
陸
上
関
係
者
か
ら

は
「
今
年
の
聖
徳
は
、
全
国
高
校

駅
伝
の
出
場
は
厳
し
い
の
で
は

な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
る
中
で

大
会
を
迎
え
ま
し
た
。

一
区
の
大
崎（
三
年
）は
、
千
㍍

を
３
分
０７
秒
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で

走
り
出
し
、
４.５
㌔
㍍
付
近
ま
で

茨
城
キ
リ
ス
ト
の
本
城
選
手
に

ピ
タ
リ
と
後
ろ
に
つ
か
れ
、
４.５

㌔
㍍
の
上
り
坂
で
振
り
き
り
１９

分
２２
秒
（
区
間
記
録
１９
分
１９
秒
）

の
快
走
を
見
せ
ま
し
た（
こ
の
時

点
で
本
城
選
手
と
は
１６
秒
差
）。

二
区
の
成
毛（
二
年
）は
、
１３
分

３６
秒
の
快
走
で
４２
秒
差
に
広
げ
、

三
区
の
星
野（
一
年
）は
、
１０
分

２０
秒
の
自
己
新
で
走
り
、

２２
秒
差
に
詰
め
ら
れ
な
が

ら
も
一
位
を
キ
ー
プ
。
四

区
の
櫻
井（
一
年
）は
、
今

年
初
め
て
３
㌔
㍍
の
レ
ー

ス
に
臨
み
ま
し
た
。
い
っ

た
ん
は
ラ
ス
ト
１
㌔
㍍
の

地
点
で
３
秒
差
に
ま
で
詰

め
ら
れ
、
肝
を
冷
や
し
ま

し
た
が
、
五
区
に
襷
を
渡
す
時

点
で
は
１４
秒
差
と
し
ま
し
た
。
１０

分
０７
秒
と
い
う
タ
イ
ム
が
激
走

を
も
の
が
た
っ
て
い
ま
す
。
五

区
の
和
田（
三
年
）は
、
走
り
始

め
て
１
㌔
㍍
付
近
で
は
３
〜
４

秒
差
に
詰
め
ら
れ
、
そ
の
ま
ま

３.５
㌔
㍍
付
近
を
迎
え
、
こ
の
あ

た
り
か
ら
徐
々
に
引
き
離
し
、

最
終
的
に
は
二
位
と
１
分
１３
秒

差
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
記
録
は
、
昨
年
度
の

都
道
府
県
予
選
会
の
ラ
ン
キ
ン
グ

で
１２
位
に
相
当
し
ま
す
。
十
二

月
二
十
五
日
（
日
）
の
全
国
高
校

駅
伝
で
は
、
県
大
会
の
記
録
を

上
回
り
、
１０
位
以
内
を
目
標
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
な
お
、
当
日
は

十
時
二
十
分
に
ス
タ
ー
ト
が
切

ら
れ
、
テ
レ
ビ
放
映
も
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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附
属
幼
稚
園

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
を

ご
一
緒
に
」

…
劇
あ
そ
び
を
見
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
…

運
動
会附

属
第
二
幼
稚
園

●
●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

十
月
二
日（
日
）本
園
に
隣
接

す
る
ペ
ン
ギ
ン
公
園
に
於
い
て

秋
季
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
座
席
確
保
の
為
に
前
夜

か
ら
徹
夜
で
並
ん
だ
方
も
多
く

五
時
の
時
点
で
四
十
人
程
の
長

い
列
が
で
き
期
待
の
大
き
さ
が

窺
え
ま
し
た
。
教
職
員
が
会
場

設
定
を
始
め
る
と
並
ん
で
い
た

お
父
様
方
が
積
極
的
に
手
伝
っ

て
下
さ
り
、
万
国
旗
張
り
、
テ
ン

ト
張
り
、
競
具
出
し
な
ど
短
時

間
で
終
了
す
る
事
が
で
き
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
青
空

に
万
国
旗
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

な
び
く
中
、
九
時
三
十
分
全
園

児
に
よ
る
入
場
行
進
か
ら
運
動

会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
午

前
中
は
園
児
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
午
後
は
卒
園
児
・
父

母
・
来
賓
な
ど
大
人
を
中
心
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
競
技
は
幼
児
の
体
力
に

無
理
が
な
く
、
ル
ー
ル
を
理
解

し
て
全
力
投
球
で
き
る
も
の
、

そ
し
て
参
加
し
て
楽
し
く
見
て

い
て
お
も
し
ろ
い
も
の
を
と
考

え
て
選
定
し
て
い
ま
す
が
、
各

学
年
共
に
最
後
ま
で
意
欲
的
に

取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

遊
戯
は
各
学
年
音
楽
が
幼
児

の
興
味
に
即
し
て
親
し
み
が
あ

り
リ
ズ
ム
に
の
り
や
す
い
も
の

を
取
り
あ
げ
ま
し
た
。
三
才
児

は
手
足
の
上
下
運
動
や
ク
ラ
ス

毎
に
円
を
作
っ
た
り
と
楽
し
く

踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
才

児
の
遊
戯
は
テ
ン
ポ
の
早
い
リ

ズ
ム
に
の
っ
て
簡
単
な
隊
型
変

化
を
し
な
が
ら
元
気
一
杯
身
体

表
現
を
し
ま
し
た
。
五
才
児
は
、

リ
ズ
ム
棒
を
使
っ
た
マ
ス
ゲ
ー

ム
。
友
達
と
の
位
置
関
係
を
考

え
複
雑
な
隊
型
変
化
を
次
々
と

披
露
し
会
場
か
ら
沢
山
の
拍
手

を
頂
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も

友
達
と
心
を
合
わ
せ
て
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
た
満
足
感
や
充
実

感
を
得
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
運
動
会
を
通
し
て
保

護
者
へ
の
啓
蒙
や
個
々
の
幼
児

に
対
し
て
発
達
に
応
じ
た
指
導

面
な
ど
で
様
々
な
反
省
も
残
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
幼
児
達
の

運
動
能
力
の
低
下
も
考
慮
し
い

ろ
い
ろ
な
運
動
あ
そ
び
を
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
験
の
あ
る
生
徒
が
模
範
で
リ

レ
ー
を
し
て
く
れ
る
と
そ
の
速

さ
や
バ
ト
ン
渡
し
の
格
好
よ
さ

に
目
を
奪
わ
れ
、
そ
れ
に
刺
激

を
受
け
た
五
歳
児
は
、
走
り
方

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
女
子

生
徒
も
園
児
と
一
緒
に
遊
戯
や

マ
ス
ゲ
ー
ム
を
行
な
い
、
園
児

で
も
隊
形
変
化
を
す
る
こ
と
に

驚
き
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
二

回
目
は
、
各
保
育
室
に
中
学
生

が
入
り
、
用
意
し
て
き
た
ゲ
ー

ム
や
な
ぞ
な
ぞ
を
園
児
と
共
に

楽
し
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
学
生

が
用
意
し
て
き
た

ゲ
ー
ム
が
難
し
す

ぎ
て
園
児
は
理
解

で
き
ず
、
ど
の
よ

う
に
伝
え
た
ら
園

児
が
わ
か
っ
て
く

れ
る
の
か
四
苦
八

苦
し
て
い
る
姿
も

見
ら
れ
、
園
児
に

「
教
え
る
」
こ
と
の
難
し
さ
も
体

験
で
き
た
よ
う
で
す
。

初
め
て
中
学
生
と
の
交
流
保

育
を
し
ま
し
た
が
、
中
学
生
も

日
ご
ろ
な
か
な
か
関
わ
る
こ
と
の

無
い
園
児
と
関
わ
る
こ
と
で
園

児
に
対
す
る
優
し
さ
や
思
い
や

り
を
存
分
に
発
揮
し
、
園
児
の

実
態
を
知
る
良
い
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
園
児
も
、

大
き
な
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

に
囲
ま
れ
大
満
足
の
時
間
を
過

ご
せ
た
よ
う
で
す
。
中
学
生
の

中
に
は
、
本
園
の

卒
園
生
も
何
人
か

お
り
、
担
任
の
先

生
と
再
会
し
た

り
、
昔
を
懐
か
し

む
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
教
員
も
中

学
生
の
素
直
さ
や

前
向
き
さ
を
目
の

当
た
り
に
出
来
た

よ
い
機
会
で
し
た
。

附
属
第
三
幼
稚
園
は
、
成
田

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
位
置
し
、
周

り
に
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学

校
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
附

属
第
三
幼
稚
園
の
向
か
い
に
あ

る
中
台
中
学
校
の
三
年
生
が
家

庭
科
の「
保
育
」の
勉
強
と
し
て
、

九
月
二
十
七
日
と
十
月
六
日
の

二
日
間
、
計
七
十
名
の
生
徒
が

幼
稚
園
体
験
に
来
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
は
、
大
勢
の
中
学

生
が
遊
び
に
き
て
く
れ
た
事
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
中
学
生

の
方
が
遊
び
盛
り
の
園
児
に
戸

惑
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
一

回
目
は
、
幼
稚
園
の
大
運
動
会

前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
学

生
と
一
緒
に
運
動
遊
び
を
し
ま

し
た
。
陸
上
部
で
国
体
の
出
場

こ
れ
は
、
式
典
の
中
で
発
表

さ
れ
た
、
児
童
に
よ
る
『
誓
い
の

こ
と
ば
』
の
一
節
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
力
強
い
一
言
一
言
と
真

剣
な
表
情
か
ら
は
、
創
立
二
十

年
の
喜
び
と
未
来
に
向
け
て
の

強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

集
い
の
部
で
は
、
全
校
児
童

四
百
九
十
六
名
の
思
い
を
表
現

し
た
、
全
校
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
『
輝

け
聖
徳
』
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
音
楽
教
育
の
基
盤
を
築
い

て
く
だ
さ
っ
た
岩
上
廣
志
先
生

が
、
先
日
の
『
聖
徳
祭
』
を
ご
覧

に
な
っ
た
と

き
、
子
ど
も

達
に
、「
継
続

は
力
な
り
！

創
り
出
す
こ

と
よ
り
も
、

継
続
す
る
こ

と
の
方
が
は

る
か
に
難
し

く
て
、
大
切

な
こ
と
な
ん

だ
」
と
い
う

こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も

達
も
よ
り
一
層
力
が
入
っ
た
よ

う
で
す
。最
後
の『
和
の
カ
ー
ド
』

を
創
り
上
げ
る
場
面
で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
掌
か
ら
溢
れ
ん
ば

か
り
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
も
、
大
勢
の
ご
来

賓
に
参
加
し

て
い
た
だ

き
、「
子
ど

も
達
の
一
生

懸
命
歌
う
姿

に
涙
が
で
ま

し
た
」「
我

が
子
の
小
学

生
時
代
を
思

い
出
し
ま
し

た
」
等
、
心

温
ま
る
お
話

を
お
聞
き
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
、

校
庭
の
楡
の
木
が
色
づ
き
始
め
、

深
ま
り
行
く
秋
を
感
じ
る
中
、

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
『
創
立

二
十
周
年
記
念
式
典
』
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
部
に
は
、
大
勢
の
ご

来
賓
の
方
々
に
参
列
を
い
た
だ

き
、
在
校
生
か
ら
は
、
五
・
六
年

生
が
児
童
代
表
と
し
て
参
加
を

し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
の
発
展
に
長
年

に
わ
た
り
尽
力
し
た
、
前
本
校

主
事
川
並
知
子
先
生
、
前
本
校

校
長
酒
井
國
光
先
生
に
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
と
の
交
流
保
育

附
属
第
三
幼
稚
園

十
月
十
四
日（
金
）今
年
度
五

回
目
の
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ

ム
を
ご
一
緒
に
」
で
は
、『
劇
あ

そ
び
を
見
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
』

と
言
う
タ
イ
ト
ル
で
幼
稚
園
の

先
生
方
が
「
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん

ぽ
」
や
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」

の
リ
ズ
ム
劇
を
演
じ
た
り
、
み

ん
な
で
登
場
し
た
動
物
に
な
っ

て
ホ
ー
ル
内
を
歩
い
た
り
、
簡

単
な
表
現
あ
そ
び
を
し
た
り
、

家
庭
で
は
見
ら
れ
な
い
大
き
な

絵
本
を
友
達
と
一
緒
に
見
た
り

し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
幼
稚
園
の
子

育
て
支
援
を
目
的
に
し
た
活
動

の
ひ
と
つ
で
、
幼
稚
園
を
地
域

の
方
に
も
開
放
し
、
在
園
児
だ

け
で
な
く
地
域
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
て
、

年
間
八
回
、
ゲ
ー
ム
あ
そ
び
や

運
動
あ
そ
び
、
ま
た
折
り
紙
あ

そ
び
等
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経

験
し
、
親
子
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
今
回
は
来
年
度
の
入
園

募
集
目
前
と
い
う
こ
と
か
ら
か

未
就
園
児
の
方
の
参
加
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
大
き
な
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
を
使
っ
た
「
ぞ
う
く
ん

の
さ
ん
ぽ
」
で
は
次
か
ら
次
へ

と
ぞ
う
く
ん
の
背
中
に
乗
る
動

物
を
応
援
し
た
り
拍
手
を
し
た

り
、
ヨ
タ
ヨ
タ
と
歩
く
様
子
を

見
て
笑
っ
た
り
す
る
な
ど
多
く

の
反
応
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
や
登
場
す
る

動
物
の
心
の
動
き

も
理
解
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
機
会
が
保

護
者
の
子
育
て
の

悩
み
を
解
消
し
た

り
、
友
達
作
り
の

援
助
と
な
る
と
共

に
、
幼
稚
園
を
正

し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
機
会
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

附
属
小
学
校

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』

創
立
二
十
年
。

成
長
を
続
け
る
こ
の
学
校
か

ら
は
、
光
り
輝
く
千
十
三
名

の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

私
た
ち
に
は
、
責
任
が
あ
り

ま
す
。
力
強
い
二
十
年
の
歩

み
を
心
の
支
え
に
、
あ
す
の

歴
史
を
、
創
り
上
げ
ま
す
。

聖
徳
太
子
の
「
和
の
心
」
の
も

と
、
品
位
と
実
力
を
持
ち
、
国

際
社
会
に
役
立
つ
人
間
と
な

る
た
め
に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
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年
間
を
通
し
て
子
ど
も
達
が

自
由
制
作
を
し
て
き
た
作
品
を

展
示
し
保
護
者
の
方
に
、
日
々

の
成
長
を
見
て
頂
く
「
作
品
展
」

が
毎
年
二
学
期
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
各
学
年
毎
テ
ー
マ
を
決

め
、
紙
粘
土
や
折
り
紙
、
絵
の
具

等
を
使
っ
て
、
切
る
、
貼
る
、
混

ぜ
る
、
塗
る
を
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。
創
り
上
げ
た

作
品
に
は
様
々
な
個
性
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
又
、
牛
乳
パ
ッ
ク

や
新
聞
紙
、
ラ
ッ
プ
の
芯
や
空

き
箱
等
の
廃
材
を
使
っ
て
制
作

を
す
る
中
で
、
資
源
を
最
後
ま

で
無
駄
な
く
使
っ
た
り
工
夫
し

た
り
し
て
制
作
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
も
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
出
来
て
い
ま
す
。
個
人
制
作

の
他
に
も
共
同
制
作
を
各
学
年
、

ク
ラ
ス
毎
に
作
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
度
の
年
少
組
は
一
人
ひ

と
り
が
『
楽
し
い
幼
稚
園
』
を
テ

ー
マ
に
園
内
で
の
思
い
出
を
作

品
に
し
た
り
お
遊
戯
会
で
踊
っ

た
役
を
思
い
出
し
、
ク
ラ
ス
全

員
で
協
力
し
て
、
張
り
ぼ
て
人

形
を
作
り
ま
す
。
年
中
組
は
、
子

ど
も
達
の
好
き
な
『
動
物
園
』
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
作
っ
た
り
、

又
、
ク
ラ
ス
で
育
て
た
ナ
ス
と

ト
マ
ト
の
絵
を
墨
で
描
い
た
り

し
ま
す
。
年
長
組
は
三
学
期
に

行
う
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
題
材
で
あ

る
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
に

期
待
を
持
た
せ
な
が
ら
紙
粘
土

で
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
作
っ
た

り
不
思
議
な
国
に
あ
る
物
や
住

ん
で
い
る
生
き
物
を
考
え
て
作

っ
た
り
、
指
人
形
作
り
を
し
ま

し
た
。
又
、
節
水
や
節
電
、
ゴ
ミ

の
分
別
な
ど
環
境
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
に
グ
ル
ー
プ
制
作
と
し

て
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
、
身
近

な
環
境
や
日
々
の
生
活
の
中
で

の
節
約
や
ゴ
ミ
の
分
別
の
大
切

さ
を
考
え
た
り
意
識
を
持
っ
た

り
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
に
も
日
々
の
成

長
を
見
て
い
た
だ
け
る
良
い
機

会
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
中
で
、
様
々
な
経
験
か
ら

全
員
で
作
り
上
げ
る
こ
と
の
喜
び

や
満
足
感
を
味
わ
っ
た
り
、
最

後
ま
で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切

さ
や
達
成
感
、
身
近
な
環
境
に

つ
い
て
考
え
た
り
と
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
る『
作
品
展
』で
す
。

十
月
三
日
に
近
隣
の
港
区
立

御
田
小
学
校
一
・
二
年
生
と
三
田

幼
稚
園
の
年
長
組
が
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
年
長
組

の
子
ど
も
と
引
率
教
師
が
小
学

校
へ
到
着
す
る
と
早
速
校
長
先

生
方
の
お
出
迎
え
を
受
け
て
緊

張
の
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

元
気
に
挨
拶
を
し
て
児
童
が
待

っ
て
い
る
講
堂
に
案
内
さ
れ
ま

し
た
。
校
庭
を
歩
い
て
い
る
と

高
学
年
の
卒
園
生
が
駆
け
寄
り

「
先
生
こ
ん
に
ち
は
！
久
し
ぶ
り

だ
ね
」
と
挨
拶
を
し
て
く
れ
た

こ
と
に
幼
稚
園
の
教
育
が
生
き

て
い
る
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
講
堂
で
は
整
列
し
た
一
・
二

年
生
の
児
童
か
ら
歓
迎
の
言
葉
、

校
長
先
生
の
お
話
、
園
長
先
生

の
お
話
と
続
き
ま
し
た
が
校
長

先
生
か
ら
は
挨
拶
と
話
を
聞
く

態
度
が
立
派
で
す
ね
と
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
き
嬉
し
そ
う
な
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。
交
流
会
は

各
教
室
で
ボ
ー
リ
ン
グ
・
さ
か
な

つ
り
・
風
車
作
り
・
ぶ
ん
ぶ
ん
こ

ま
作
り
・
割
り
箸
鉄
砲
作
り
・
的

当
て
ゲ
ー
ム
等
の
た
く
さ
ん
の

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
に

は
児
童
が
い
て
お
世
話
係
り
と

し
て
園
児
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ

う
声
を
掛
け
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
園
児
は
一
人
で
動
け
る
か
…

と
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
色
々

な
コ
ー
ナ
ー
で
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
作
っ
て
い
た
だ
い
た
風
車
で

遊
ん
だ
り
と
自
分
か
ら
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
姿
を
見
て
園

児
の
成
長
も
感
じ
ま
し
た
。
交

流
会
を
終
え
、
早
く
小
学
校
に

行
き
た
い
！
と
期
待
や
憧
れ
も

抱
い
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
、
残

り
少
な
い
園
生
活
に
も
自
ら
遊

び
に
取
り
組
む
こ
と
と
思
い
ま

す
。
卒
園
生
の
成
長
も
見
る
事

が
出
来
た
貴
重
な
交
流
会
を
今

後
も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

十
月
二
十
三
日
「
聖
徳
に
こ

に
こ
ま
つ
り
」（
バ
ザ
ー
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
た
子
ど
も
達
は
、
保

護
者
の
手
を
引
っ
ぱ
り
な
が
ら
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
お
店
を
走
り

ま
わ
る
姿
や
、
お
ば
け
や
し
き

で
は
「
ぼ
く
は
全
然
怖
く
な
い

よ
」「
私
だ
っ
て
平
気
よ
」
な
ど

と
言
い
な
が
ら
も
お
父
様
の
手

を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
な
が
ら
順
番

を
待
つ
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
お
た
の
し
み
コ
ー

ナ
ー
で
は
子
ど
も
達
だ
け
で
は

な
く
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
な

っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
下
さ

い
ま
し
た
。
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー

で
は
買
い
物
が
初
め
て
の
経
験

の
子
ど
も
も
い
て
胸
を
わ
く
わ

く
さ
せ
な
が
ら
、
良
い
経
験
が

で
き
た
よ
う
で
し
た
。
父
母
の

会
幹
事
の
お
母
様
方
は
父
母
の

会
代
表
と
し
て
中
心
と
な
り
準

備
期
間
を
経
て
当
日
は
大
活
躍

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
献
品
コ

ー
ナ
ー
で
は
手
作
り
品
が
多
く

お
母
様
の
苦
労
の
あ
と
が
手
に

と
る
よ
う
に
分
か
り
ま
し
た
。

又
、
色
々
な
コ
ー
ナ
ー

の
お
母
様
た
ち
の
元

気
な
明
る
い
声
で
バ

ザ
ー
会
場
は
明
る
く

活
気
づ
い
て
い
ま
し

た
。
一
年
に
一
度
し
か

な
い
幼
稚
園
バ
ザ
ー

で
す
が
、
子
ど
も
達
を

は
じ
め
保
護
者
の
皆

様
方
、
私
達
教
師
も
心

か
ら
楽
し
む
事
の
で

き
た
行
事
で
あ
っ
た

事
を
実
感
出
来
た
一

日
で
し
た
。
子
ど
も
達

は
「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま

つ
り
」
で
の
様
々
な
経

験
を
日
常
保
育
の
場

へ
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様

な
機
会
を
通
し
て
保
護
者
の

方
々
と
幼
稚
園
側
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
深

め
る
事
の
出
来
た
行
事
と
な
り
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

三
田
幼
稚
園
の
年
長
組
は
十

月
の
末
に
さ
つ
ま
芋
の
芋
掘
り

遠
足
に
行
き
ま
す
。
幼
稚
園
か

ら
「
は
と
バ
ス
」
に
乗
り
埼
玉
県

新
座
市
の
尾
崎
農
園
ま
で
行
き

ま
す
。
遠
足
前
か
ら
色
々
な
お

い
も
の
種
類
を
み
ん
な
で
見
つ

け
た
り
、
お
芋
料
理
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
か
…
と
栄
養
士
の

先
生
に
尋
ね
た
り
お
芋
の
成
長

を
本
で
調
べ
た
り
と
芋
掘
り
遠

足
へ
の
期
待
は
高
ま
り
ま
す
。

芋
掘
り
遠
足
当
日
は
大
き
な
さ

つ
ま
芋
ば
か
り
で
は
な
く
小
さ

な
さ
つ
ま
芋
も
あ
る
か
な
？
と

バ
ス
の
中
で
は
楽
し
い
会
話
が

聞
か
れ
ま
す
。
畑
で
は
芋
袋
を

片
手
に
「
た
く
さ
ん
掘
っ
て
い
っ

ぱ
い
入
れ
る
ん
だ
」
と
大
喜
び
。

す
で
に
芋
の
蔓
を
切
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
る
の
で
茎
だ
け
見
え

て
る
と
こ
ろ
で
芋
掘
り
の
開
始

で
す
。
手
が
汚
れ
る
こ
と
に
抵

抗
を
示
す
子
ど
も
も
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
達
は
土
を

か
き
わ
け
さ
つ
ま
芋
と
ご
対

面
！
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
先

生
大
き
な
お
い
も
が
あ
っ
た

よ
！
見
て
！
」「
こ
ん
な
に

細
い
の
も
あ
る
！
」
と
歓

声
が
上
が
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
に
「
虫
が
い
る
か
ら

怖
い
…
」
と
教
師
に
助
け

を
求
め
る
子
ど
も
も
い
ま

す
が
、
土
を
触
る
こ
と
や

土
の
中
で
育
っ
て
い
た
と

言
う
事
が
実
際
に
見
て
分

か
る
と
言
う
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
す
。
手
に
つ
い

た
取
れ
に
く
い
芋
の
汁
を

一
生
懸
命
洗
い
流
し
自
分

の
掘
っ
た
お
芋
を
大
事
に
持
ち

帰
り
ま
す
。「
先
生
、
芋
の
葉
っ

ぱ
ば
か
り
、
お
花
は
ど
こ
？
」

「
こ
ん
な
に
蔓
が
伸
び
て
る
」
と

会
話
し
た
り
大
根
や
サ
ト
イ
モ

の
畑
も
見
学
し
「
葉
っ
ぱ
が
ギ

ザ
ギ
ザ
で
痛
い
ね
」「
大
き
な
葉

っ
ぱ
だ
ね
」
と
大
根
や
サ
ト
イ

モ
の
葉
の
特
徴
に
気
づ
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
小
金
井
公
園
へ

開
園
二
年
目
の
浦
安
幼
稚
園

で
は
、
初
め
て
の
こ
こ
ろ
み
と
し

て
、
電
車
に
乗
っ
て
の
遠
足
を
行

い
ま
し
た
。

十
月
十
四
日（
金
）、
当
日
お
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
幸
先
良
い
ス

タ
ー
ト
で
す
が
、
年
長
組
百
五
名

の
集
団
で
電
車
に
乗
る
と
い
う

事
に
は
大
変
な
気
配
り
が
必
要

で
し
た
。
幸
い
姉
妹
園
の
先
生
方

の
応
援
引
率
も
あ
り
、
心
温
か
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
湾
に

浮
か
ぶ
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム
の
あ
る

葛
西
臨
海
水
族
公
園
の
ゲ
ー
ト

を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
は
も
う
夢
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
別
世
界
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
笑
み

こ
ぼ
れ
る
歓
声
に
は
未
知
の
世

界
へ
の
心
の
弾
み
が
感
じ
ら
れ

て
来
ま
す
。
館
内
は
海
の
生
き
も

の
達
を
楽
し
く
観
ら
れ
る
様
に

色
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
海
の
生

き
も
の
の
生
き
様
が
、
子
ど
も
達

に
も
わ
か
る
様
に
工
夫
さ
れ
、

次
々
と
楽
し
い
テ
ー
マ
の
あ
る

ウ
イ
ン
ド
に
胸
が
ふ
く
ら
み
ま

し
た
。
二
千
二
百
ト
ン
の
ド
ー
ナ

ツ
型
水
槽
で
、
マ
グ
ロ
や
シ
ュ
モ

ク
ザ
メ
が
群
泳
す
る
姿
は
壮
大

で
す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
魚
の
泳
ぎ

方
を
説
明
し
ま
す
と
、
子
ど
も
達

は
、
う
な
づ
い
た
り
「
ウ
ワ
ァ
ー
」

と
声
を
あ
げ
た
り
、
キ
ラ
キ
ラ
し

た
魚
の
丸
い
目
を
指
さ
し
て
は
、

隣
の
友
だ
ち
同
士
互
い
に
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。
又
ガ
イ
ド
さ

ん
が
問
い
か
け
る
と
、
子
ど
も
ら

し
い
答
え
を
し
て
、
笑
い
を
誘
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
六
テ
ー
マ

に
分
れ
た
水
族
館
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
子
ど
も
達
と
共
に
楽
し
ん

で
見
て
歩
き
ま
す
。
中
で
も
子
ど

も
達
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
屋

外
で
は
、
直
立
不
動
の
姿
で
立
つ

フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
や
イ
ワ

ト
ビ
ペ
ン
ギ
ン
達
が
、
大
水
槽
の

中
で
は
全
身
で
遊
泳
す
る
姿
で

す
。
ペ
ン
ギ
ン
の
泳
ぎ
を
み
て
、

「
僕
も
泳
ぎ
た
い
な
あ
」
と
い
う

子
ど
も
達
の
羨
望
の
瞳
が
、
釘
付

け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
で
は
、
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
光
の
輝
き

で
す
。
ま
る
で
夢
の
中
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
を
歩
ん
で
い
る
様
で
す
。

楽
し
い
ひ
と
と
き
も
、
や
が
て

帰
り
の
時
間
で
す
。。
出
口
を
出

る
と
大
噴
水
池
が
あ
っ
て
水
鳥

が
数
十
羽
水
面
に
潜
っ
た
り
、
美

し
い
姿
で
、
羽
ば
た
き
、
飛
び
立

つ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

水
族
館
を
あ
と
に
し
て
、
電
車

に
乗
り
ま
し
た
。
車
内
で
の
園
児

達
の
行
儀
の
良
さ
は
、
ま
わ
り
の

乗
客
か
ら
も
、
お
ほ
め
の

言
葉
が
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
乗
り
物
や
公
共
の
場
で

の
躾
、
行
儀
の
あ
る
べ
き

姿
を
垣
間
見
ら
れ
た
事
は
、

本
当
に
良
い
事
で
し
た
。

園
児
達
も
各
々
背
負
い

き
れ
な
い
程
、
遠
足
の
「
思

い
出
」
と
い
う
お
土
産
を

背
に
家
路
へ
と
帰
る
姿
に
、

今
日
の
一
日
の
比
重
の
重

さ
は
計
り
が
た
く
尊
く
良

き
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

秋
の
遠
足

「
お
い
も
掘
り
」

三
田
幼
稚
園

秋
の
遠
足

葛
西
臨
海
公
園
水
族
園

附
属
浦
安
幼
稚
園

作
品
展
を
終
え
て

八
王
子
中
央
幼
稚
園

アイスクリーム容器を利用して動物の顔を作りました。

多
摩
中
央
幼
稚
園

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

近
隣
の
小
学
校
と
の

交
流
会

移
動
し
、
保
護
者
の
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
お
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
も
お
芋
の
話
に
花
が
咲
く
楽

し
い
遠
足
の
一
つ
で
す
。
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp/gakuen/flash/ index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

音楽文化 

～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 
内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

２月２６日（日） 

～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 
内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B 
私費留学生特別B

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B

内部推薦B 
一般入試B 
社会人特別B

２月２５日（土）、２６日（日） 

～ ２月１６日（木） ２月０６日（月） ２月２６日（日） 

～ ２月１６日（木） ２月０６日（月） ２月２５日（土）、２６日（日） 

児童学 
臨床心理学 
言語文化 
人間栄養学 

音楽文化 

児童学 
臨床心理学 
言語文化 
人間栄養学 

前

期

課

程 

後

期

課

程 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

博士前期４月生（Ａ日程） １月２９日（日） ～ １月２５日（水） １２月１２日（月） 
博士前期４月生（B日程） ３月１１日（土） ～ ３月０７日（火） １月３０日（月） 
博士後期４月生 ２月２６日（日） ～ １月２５日（水） １２月１２日（月） 

４月生 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

内部B、一般C １２月１８日（日） ～ １２月１６日（金） １２月０５日（月） 
内部C、一般D ２月２４日（金） ～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 

内部B、学士・一般・社会人C １２月１８日（日） ～ １２月１６日（金） １２月０５日（月） 
内部C、学士・一般・社会人D ２月２４日（金） ～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） 

編入学 

専攻科 

AO入試 

特
別
入
試 

・ 

推
薦
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

後期Ａ日程 １月２８日（土） ～ １月２６日（木） １月１７日（土） 

  １２月１７日（土） 前期B日程 ～ １２月１５日（木） １１月２８日（月） 

  １２月１７日（土） 前期D日程 ～ １２月１５日（木） １１月２８日（月） 
後期Ａ日程 １月２８日（土） 

２月１１日（土） 
～ １月２６日（木） １月１７日（土） 

後期B日程 ～ ２月１０日（金） ２月１１日（水） 
２月２６日（日） 後期C日程 ～ ２月２５日（土） ２月１３日（月） 
３月１８日（土） 後期D日程 ～ ３月１７日（金） ３月１１日（水） 

後期Ａ日程 １月２８日（土） 
２月１１日（土） 

～ １月２６日（木） １月１７日（土） 
後期B日程 ～ ２月１０日（金） ２月１１日（水） 

２月２６日（日） 後期C日程 ～ ２月２５日（土） ２月１３日（月） 
３月１８日（土） 後期D日程 ～ ３月１７日（金） ３月１１日（水） 

選抜入学試験Ａ日程 
１月１９日（木）AM
１月１９日（木）PM
１月２1日（土） 
２月０５日（日） 

選抜入学試験Ｂ日程 
選抜入学試験Ｃ日程 

１月２８日（土） 特待入試 

中
学 

～ １月１６日（月） １月７日（土） 

～ ２月０4日（土） １月７日（土） 
～ １月２６日（木） １月７日（土） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

推薦入試 １２月４日（日） 
窓口での出願期間  

窓口での出願期間  

１２月１日（木）・２日（金） 

郵送での出願期間  

郵送での出願期間  

１１月２４日（木）～１１月３０日（水）必着 

一般第2回入試 １月２１日（土） 
１月１１日（水）～１月１７日（火）必着 

１月１８日（水）・１９日（木） 

一般第3回入試 ２月１２日（日） 
２月２日（木）～２月８日（水）必着 

０２月０９日（木）・１０日（金） 

一般第1回入試 １月７日（土） 

１月６日（金） 
１２月２４日（土）・２６日（月） 

１２月１６日（金）～１２月２２日（木）必着 

中
学 

高
校 

推薦入試 １月１１日（水） １２月１６日（金）・１９日（月） 
一般入試 １月２０日（金） ０１月１２日（木）・１３日（金） 

窓口での出願期間  

郵送での出願期間  

窓口での出願期間  

郵送での出願期間  

入試日 願書受付期間 入試区分 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

ＡＯ入試（後期） １月１５日（日） ～ １月１２日（木） １２月１９日（月） 

～ １月２５日（水） １月１０日（火） 

～ １月２７日（金） １月１０日（火） 

地区試験場（一般） 
特待生入試（後期） 

～ ２月２１日（火） ２月０６日（月） センター試験入試B 
一般入試B

～ １２月０２日（金） １１月２１日（月） 自己・適性推薦入試B 
同窓会・後援会推薦入試B １２月０４日（日） 

～ １２月１６日（金） １２月０５日（月） 公募推薦入試（後期） 
自己・適性推薦入試C １２月１８日（日） 

１月２９日（日） 

１月３０日（月）～２月１日（水） 

～ １月２７日（金） １月１０日（火） 

一般入試Ａ 
社会人特別入試Ｂ 
帰国子女特別入試Ｂ 
私費留学生特別入試Ｂ 

１月３１日（火） 

センター試験入試A ― 

２月２３日（木）～２４日（金） 
― 

～ ３月１０日（金） ２月２７日（月） センター試験入試C 
一般入試C ３月１４日（火）～１５日（水） 

― 

※1  試験日自由選択制。音楽文化のみ指定日あり。［A日程 1月31日（火）、B日程 2月24日（金）、C日程 3月14日（火）］ 
※2  音楽文化は実技あり［A日程 1月31日（火）、B日程 2月24日（金）、C日程 3月14日（火）］ 

学
部
／
短
大 

※1

※2

※1

※1

※2

※2

一般募集第Ⅱ期  １２月１０日（土） １１月２８日（月）～１２月８日（木） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

大学入試センター試験 １月２１日（土）～１月２２日（日） 

平成18年度　入 試 日 程

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

聖徳大学大学院通信教育課程（共学）

聖徳大学大学院通学課程（共学／昼・夜開講）

聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

聖徳大学幼児教育専門学校（女子）
聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

聖徳大学附属小学校（共学）

聖徳大学附属中学校（女子）

平成１７年度第Ⅲ期（通算第40期）
SOA公開講座を、平成18年1月か

ら3月にかけて開講いたします。今年度のSOAのテーマ「環境」や地域を取り上げた特設講座をはじ
め、キッチンスタジオ、教育・心理、文学、生活・環境、社会・福祉、情報・ビジネス、芸術・文化、健康・
スポーツ、語学の10ジャンルにわたり、100を超える講座をご用意し、皆様のお越しを心よりお待ち
申し上げております。なお、受講お申込みは12月9日（金）より承ります。

講 座 名 講 師 名

※語学講座として、英語・フランス語・ドイツ語・スペイン語・イタリア語・中国語・韓国語の各講座がございます。
※詳細につきましては、生涯学習課０４７－３６５－３６０１までおたずねください。

■地球と環境21～美しい地球は今・環境が危ない～
■栄養と健康シリーズ（3）―ストレス社会の食卓づくりへの提言
■“食の松戸物語”Part１３（冬の味覚矢切篇）
■親子お菓子講座
■食卓の演出―テーブルセッティング―
■楽しく学ぶコミュニケーションの心理学
■俗説と固定観念の心理学
■旧約聖書をもう一度
■パスカルとはどんな人だったのか？
■宇宙と地球２００５―研究の最前線とその基礎
■男の料理教室
■認知（痴呆）症の特徴と介護
■金融最前線
■暮らしの知恵“なっとくマネー塾”
■バターつきパン～天才モーツァルトの庶民的な顔～
■はじめてのウェディングフラワーアレンジ

…………………………………岸川　正登

…………生活文化学科教員

……………………………………長江・四十九院

…………………………………………………………………………佐藤　利枝子

……………………………………………………林　　泰恵

……………………………………………小澤　　真

………………………………………………………………山岡　重行

…………………………………………………………………………中村　七重

…………………………………………………渡辺　昭造

………………………………………木村　常在

……………………………………………………………………秋谷・桂・佐伯・上野

………………………………………………………佐々木　美奈子

……………………………………………………………………………………眞壁　哲夫

………………………………………………………長嶋　義貴

……………………………………原　　佳大

……………………………………………中村　　翔

第Ⅲ期 SOA 開講予定講座（抜粋）
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例年学内の奏楽堂で開催されておりましたが、最近は伝統ある読売新人演奏会

に連続出演を果たすなど、演奏水準が高くなっており、広く外部の方々にもお聞

きいただきたいとの願いで昨年に続き学外で開催するものです。

２００６年１月８日（日）午後１時 開演予定
出演者： 音楽文化学科器楽コースピアノ専攻生1年生～4年生

入場料： 1,500円

主催： 聖徳大学音楽研究センター

お問合せ： 教務課第５音楽文化グループ

2号館1階　事務室　内線3231～3234

音楽文化学科ピアノコース
推薦コンサートが
２００６年1月８日（日）
サントリーホール（小ホール）で

開催されます。

◆ご利用料金◆

学生・生徒

児童・園児

教職員

卒業生・家族

学園関係3才～小学生

紹介・その他

かすが荘 山中湖荘
12/31～1/3 平日 12/31～1/3 平日

7,100円～

5,800円～

7,100円～

12,300円～

6,400円～

12,900円～

5,400円～

4,100円～

5,400円～

8,300円～

4,400円～

9,400円～

6,950円

5,800円

6,950円

12,150円

6,400円

12,750円

5,250円

4,100円

5,250円

8,150円

4,400円

9,250円

年末年始を
セミナーハウスで

過ごしませんか。

年末年始を
セミナーハウスで

過ごしませんか。

※かすが荘はお部屋により料金が若干異なります｡

信州春日温泉かすが荘　長野県佐久市春日温泉（Tel：0267-52-2111）
聖徳学園山中湖荘　　　山梨県南都留郡山中湖村平野506（Tel：0555-62-3111）
URL:http://www.seitoku.jp/gakuen/house/s_house/s01_top/house.html

かすが荘の新年は、恒例の鏡割に始まり
好評の餅つきなどお正月の催し物が目白押しです｡
昔ながらの日本の風物詩であり、
都会ではなかなか体験できないことではないかと思います｡
どうぞ、ご家族、ご友人お揃いでかすが荘へお越しください！
かすが荘料理人自慢のおせち料理と共にみなさまをお待ちしております｡

詳細は現地フロント（0267-52-2111）までお問い合わせください｡

かすが荘
新春催し物

●日本のお正月がある

日本一の富士山を望む山中湖荘で年末年始を過ごしませんか｡
富士山と共に見る初日の出は感動の一言です｡

ぜひ山中湖荘へお越しください！

●富士の裾野で過ごす時間

鏡割り 餅つき 初詣バス運行

▲

普通科選抜入試 １月２５日（水） 

１月１６日（月） 普通科A推薦 
１月１６日（月） 音楽科A推薦 
１月１６日（月） 
または１７日（火） 普通科B推薦 

音楽科選抜入試 １月２５日（水）・２６日（木） 

高
校 

～ １月１３日（金） １月１１日（水） 

～ １月２３日（月） １月２１日（土） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学附属高等学校（女子）

聖徳大学オープン・アカデミー平成１７年度第Ⅲ期 SOA 公開講座のご案内

など


